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ハトの首の羽根のキラキラとした色は、微細な構造体が光の干渉など

を通じて着色しているため、色素による通常の色とは区別して、構造色

と呼ばれている。干渉を利用した構造性の発色は、タマムシをはじめと

して多くの生物に見ることが出来るが、中でもハトの羽根は最も単純な

微細構造－薄膜－を持っていることが最近明らかになった[1,2]。その特
徴は、構造の単純さにもかかわらず、独特の効果（角度による色変化が、

緑と紫の二色に限定されていて、しかもその移り変わりが急激であるこ

と）を示すことである。これまで我々は、二色性をもつ色変化が生じる

原因を、人間の眼の色を認知する感度曲線（等色関数）や色度図を用い

て議論してきた。今回我々は、二色性の物理的条件をより詳しく明らか

にするため、簡易な光学系を用いたスペクトルの強度変調実験を行い、

スペクトル形状と色との関係を調べた。 
下図にスペクトルを強度変調する光学系を示す。波長に応じて空間的

に異なる位置に集光する場所（図の中央付近）にマスクを配置し、光源

に用いた白色光（ハロゲンランプ）を変調する。強度変調マスクは、与

えたい変調に応じた光学濃度を持つパターンを OHP フィルムに印刷し
て作成した。様々な厚さを持つ薄膜に、様々な角度で光を入射した場合

を想定し、合計数百種類のマスクを作成して変調された光の色を観察・

検討した。その結果、

ハトの羽根が持つ薄

膜の厚さ 650 nm（屈
折率は 1.5 程度）によ
る薄膜干渉は、①彩度

が高く、②二色性の色

変化を示す、という二

つの条件を同時に満

たす絶妙な厚さであ

ることが明らかにな

った。 

簡易スペクトル変調装置。光源からの白色光を回折格子
とアクロマートレンズを用いて空間的に分光し、マスク
を用いて強度変調をかける。その後、回折格子を用いて
再びコリメートする。回折格子の刻みは 300 本 /mm、レ
ンズの焦点距離は 100mm。 
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